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論文内容の要旨
[目的]
近年，頭蓋底を経由する種々の手術法が考案され，従来到達困難であった後頭蓋底や中頭葦底深部の病変に対して
は側頭骨を経由する術式が開発されてきた。 ζ の際，側頭骨内には聴覚・平衡感覚器官や顔面神経などの精密な構造
が立体的に位置しているためその解剖を図譜などで正確に理解することは困難であり，手術の訓練や術式の研究には
ヒト側頭骨を用いた模擬手術が必要といわれている。しかしこのような標本の供給は制限されており，また一度使用
すると手術経過の再現ができないなどの欠点、があり，研究や教育上大きな支障をきたしている。そこで本研究ではヒ
ト側頭骨標本を用いて模擬手術を行い，手術の各段階毎に骨構造を立体的に記録した鋳型模型を作成する方法を開発
し，本法による側頭骨の微細構造の再現性とその有用性を検討した。
[方法]
外側面では乳突部から鱗部および頬骨突起基部を含み，内側面では錐体先端までを含む乾燥ヒト側頭骨標本を用い
た。まずこの側頭骨標本をそのまま用いて最初の鋳型模型を作成した。鋳型模型の作成には歯科領域で用いられる連
合印象法を応用した。パテ状の一次印象剤にて予備的な一次印象を作成し，ついでぺースト状の二次印象剤により精
密な二次印象を作成した。すなわち，一次印象剤を側頭骨標本の大きさに合わせて長方形に形成したあと側頭骨標本
を内側部かつ錐体上縁を下方にして圧迫し一次印象を作成した。一次印象内部の粗雑な構造を削り取った後，二次印
象剤を注入し側頭骨標本を埋没させた。次に側頭骨外側部の鋳型を作成するため，一次印象剤を標本の外側部に圧迫
し一次印象を作成し，内部の粗雑な構造を除去したあと二次印象剤を注入し側頭骨標本の全体を包埋した。二次印象
剤の国化を待って，二個の鋳型を分離し，液状のメチルメタクリレートを流し込んで予鋳型を正確に合体させた。メチ
ルメタクリレートの固化後鋳型を分離して側頑骨標本の鋳型模型を得た。以下，同じ側頭骨標本を用いて実際の手術
術式に従って乳様突起削開術，迷路摘出術を行い内耳道に至るまでの模擬手術を行い重要な段階毎にそれぞれの鋳型
模型を作成した。
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最後に，作成した鋳型模型を肉眼および手術用顕微鏡下に詳細に観察し全体的外観および内部の微細構造の再現性
を検討した。
[成績]
肉眼的には形，色，艶ともほぼ実物の側頭骨に近い鋳型模型を得ることができた。最初の鋳型模型では錐体前上面
には術中の指標として重要な弓状隆起や大錐体神経溝が同定され，後面では内耳道や前庭水管外口などの形態が忠実
に再現された。手術用顕微鏡で観察すると内耳道内部には横稜が確認された。乳様突起削開後の鋳型模型では三半規
管，顔面神経下降部が実物通りに再現されていた。三半規管開放後では膨大部，総脚などの微細な構造物の再現が確
認できた。しかし入り組んだ、複雑なアンダーカットを形成する鼓室などの再現は困難であった。
一個の鋳型模型作成に要した時間は一時間以内であり，一組の鋳型から複数個の鋳型模型を作成することも可能で
あった。
[総括]
歯科領域で用いられる連合印象法を応用することにより，側頭骨標本の全体および微細構造を忠実に再現した鋳型
模型を作成することができた。本法により，実際の手術術式に従った各段階での骨構造物を立体記録し，その解剖を
詳細に検討することができ，側頭骨経由法はもとより，近年種々考案されつつある骨切除を要する多くの頭蓋底手術
において必要な立体的骨解剖や手術用微小解剖の研究および修得に役立つものと考えられる。(本モデルは，現在脳神
経外科領域における頭蓋底外科研修セミナーなどにおいても活用されている。)
論文審査の結果の要旨
頭蓋底は骨構造が複雑な上，重要な神経や血管が多く，この領域の手術は高度の技術と詳細な解剖学的知識が要求
され，近年，脳神経外科分野では頭蓋底外科と称する新しい手術分野を形成しつつある。とくに骨組織は手術アプロ
ーチの際に削開する必要があり，その三次元的構造を正確に理解しておくことが手術の成否に極めて重要である。そ
の為，屍体頭部を用いた手術手技訓練が，ハンズオンセミナーとして世界各地で行われているが必ずしも十分な成果
をあげていない。そこで本研究は，手術の各段階の頭蓋底骨構造を再現する精細な頭蓋骨モデル，特に頭蓋底手術で
頻用される錐体骨モデルを作成することを目的として，研究を重ねた結果，鋳型模型作成法を開発した。本モデルを
用いることにより，例えば経迷路法による模擬手術では側頭骨の道上糠，側頭線，内耳道，横稜，弓状隆起，大錐体
神経溝など手術の際に指標となる微細構造が再現され，骨削開途上では三半規管，顔面神経下行部および水平部など
の重要な構造物が正確に観察することができる。本研究で開発された鋳型模型は頭蓋底の微細な骨構造を忠実に再現
するものであり，頭蓋底手術における微小手術解剖の理解を助け，教育や新たな手術術式の開発に有用であり，学位
に値する研究と考える。
